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平成25年6月  No.569
毎月1回1日発行

今月の表紙 

笑顔いっぱい運動会（５月18日　浪江小学校）

ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
ＱＲコードをご利用ください。
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町議会議員抱負
選挙投票率・なみえの“しゃべり場”
保健だより
みんなでともに乗り越えよう
町外コミュニティの整備に向けて
本格除染にあたってのご連絡
まちの話題
みんなの図書館・学校だより
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信 
連絡先一覧
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４月21日に行われた浪江町議会議員一般選挙において、

16名の住民の代表が選ばれました。

今後の町づくりに向け、皆さまの抱負をご紹介します。

（五十音順・敬称略）

４月４月2222日　町議会議員一般選挙当選証書付与式町議会議員一般選挙当選証書付与式４月22日　町議会議員一般選挙当選証書付与式
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開催スケジュール

主催　浪江町　　　生活支援課避難生活支援係　　0243－62－0305

な
みえ 同じ浪江町民同士、みんなで集い、語り合う場、共感し合う場、

理解し合う場、励まし合う場、笑い合う場、さまざまな場とし
て“しゃべり場”を開催しています。「これから一緒に何かしま
しょうよ！」「今こんなことに困ってない？」など、皆さんの“今”
を共有しましょう。
事前申し込みが必要となる場合がありますのでご注意ください。
皆さまのご参加をお待ちしています。

“しゃべり場”
のな

みえ
～集まれ！ 浪江のなかま～
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みんなで

ともに
乗り越えよう

浪江町を復興していくためには、町民の生

活再建・健康管理、避難指示区域の見直し、

インフラの復旧、賠償問題、絆の維持など多

くの課題があります。

その中で、町がどのような取り組みをして

いるのかをお知らせします。
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なみえの

あのあの店このこの店あの店この店
ふるさとを離れ、ふるさとを想いながら避

難先であらたにスタートした企業・店舗の皆

さんを応援してください。

＊掲載ご希望の企業・店舗の方は、ご連絡ください＊

　復興推進課情報統計係　　0243－62－4731
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町外コミュニティとは

町外コミュニティ設置箇所

町外コミュニティの整備方針

復興公営住宅の整備状況（福島県からの情報）

そ　の　他

●

●

●

●

環境省が行う本格除染にあたっての同意取得業務について、委託する事業者として「横

浜エンジニアリングѝ」が対応させていただくことに決まりましたのでお知らせいた

します。

今後、次のとおり同意取得を順次進めてまいりますのでよろしくお願いいたします。

なお、今回対象行政区とならなかった帰還困難区域以外の行政区につきましては、

準備が整い次第、順次書類の発送を進めてまいります。

また、仮置き場が確保されていない状況でありますが、同意取得の説明と仮置き場

の確保を同時並行で進めてまいりますので、本事業へのご理解ご協力をお願いいたし

ます。

除染工程の一連の流れ除染工程の一連の流れ除染工程の一連の流れ

　環境省　福島環境再生事務所　浜通り北支所　浪江担当　　0244－26－9912（代表）

本格除染にあたっての
除染同意に係る

住民の皆さまへのご連絡について

請負業者
横浜エンジニアリング㈱

業務内容
事前調査業務の結果のお知らせ、同意
取得に関する現地説明方法などの意向
調査、現地説明の日程調整、除染作業
への同意の取得等

作業時期
５月下旬から７月末

対象行政区
権現堂１区から８区、樋渡・牛渡、高瀬、
佐屋前、幾世橋、北幾世橋北、立野下、
酒田、西台、藤橋

△ △

△ △

土
地
の
関
係
人（
占
有
者
等
）の
把
握

済

現
地
調
査
等
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

済

放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
建
物
等
の

状
況
調
査（
現
地
調
査
）

済

除
染
方
法（
案
）の
作
成

済

事
前
調
査
業
務
の
結
果
の
お
知
ら
せ
、

本
格
除
染
に
係
る
連
絡
方
法
等
の

確
認
書
類
の
発
送

今回

事前調査
除染方法の確認
除染作業への同意

除染作業の実施
作業完了報告

次回

除
染
方
法
の
ご
説
明

除
染
作
業
の
実
施
、

事
後
の
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等

作
業
完
了
報
告（
継
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

除
染
作
業
へ
の
同
意

�����������������

町外コミュニティの整備に向けて
町では、昨年度に策定した復興計画に基づき、町外コミュニティの整備に向けて、

国、県、関係市町村との調整を行っています。

町外コミュニティとは町外コミュニティとは

町外コミュニティ設置箇所町外コミュニティ設置箇所

町外コミュニティの整備方針町外コミュニティの整備方針

復興公営住宅の整備状況（福島県からの情報）復興公営住宅の整備状況（福島県からの情報）

そ　の　他そ　の　他

町外コミュニティとは

町外コミュニティ設置箇所

復興公営住宅（県営住宅）を中心として、生
活に必要なサービスを整え、町外で安心して暮
らせる環境を確保するものです。

町外コミュニティの整備方針

●南相馬市、いわき市、二本松市の３市への整
備を進めています。

●受入自治体の都市計画や復興計画などを尊重
して整備を進めていきます。

●利便性の高い市街地に近接した場所で、同一
市内の極力分散しない配置での整備を目指し
ます。

●医療・福祉などの生活関連サービスについては、
受入自治体の既存施設を利用させていただく
ことを基本に考えていますが、利用に支障が
出ることも考慮して、既存施設の拡充・新規
施設の整備も視野に入れて環境整備を進めて
いきます。

●平成26年度当初から順次入居を目指し段階的
に整備を進めていきます。

●鉄筋コンクリート造（３～５階建）の集合住
宅を基本とした整備を予定しています。
※木造戸建て住宅は、より広大な用地の確保
が必要となるため、整備が困難な状況です。

①第１期分（平成24年度予算分）
（県営の復興公営住宅のため、浪江町のみの戸
数ではありません。）
戸数：合計　500戸
【内訳】いわき市………250戸

（小名浜地区200戸、常磐地区50戸）
郡山市…………160戸
（喜久田町地区50戸、富田町地区
40戸、安積町地区30戸、日和田
町地区20戸、富久山町地区20戸）

会津若松市…… 90戸
（門田町地区70戸、古川町地区20戸）

入居：早いところで、平成26年度当初から入
居開始予定

※募集時期未定（分かり次第お知らせします。）
②第２期分（平成25年度予算分）
戸数：合計　1,000戸
（詳細は分かり次第お知らせします。）

③復興公営住宅の対象者
平成23年３月11日において、避難指示区域内
に居住していた方
（優先入居条件など分かり次第お知らせします。）
④復興公営住宅の家賃
公営住宅なので家賃が発生することになりま
すが、借上住宅制度との均衡を図るため、福
島県と調整していきます。
⑤復興公営住宅の整備情報
●構　造：
鉄筋コンクリート造（３～５階建・エレベー
ター付）の集合住宅
●間取り：
間取りは２LDK（60㎡）３LDK（75㎡）を
基本として整備予定
※仮設住宅と比較すると、約２倍の室面積
となります。
 （参考：仮設住宅　２DK　30㎡、３K　40㎡）

復興公営住宅の整備状況（福島県からの情報）

●復興公営住宅の整備に関する情報について、広報なみえやホームページでお知らせします。

●復興公営住宅の需要を把握するために、住民意向調査（アンケート）を７月頃に再度実施しますの

で、ご協力をお願いします。

そ　の　他

　復興推進課まちづくり整備係　　0243－62－4731

除染工程の一連の流れ



４月30日、（故）木村重信さんへ叙勲伝達式が行われ、ご遺

族が出席されました。

木村さんは、昭和60年から５期20年にわたり町議会議員を

務めるなど、多方面において町のためにご尽力され、その功

績により「旭日単光章」を受章されました。

おめでとうございます
５月９日、秋篠宮ご夫妻は「陶芸の杜おおぼり二本松工

房」を訪問されました。

半谷組合長の案内により二本松工房をご視察され、窯から

出したばかりの器の青ひびの音に耳を澄まされていらっしゃ

いました。（福島へのご訪問は、震災後２度目）

秋篠宮さまご夫妻、
　　　　　福島ご訪問

５月５日、役場本庁舎および14日、浪江小学校（二本松

市）で「ふくしま鯉のぼりプロジェクト」の皆さんによっ

て、全国から寄せられた鯉のぼりが大空を泳ぎました。

このプロジェクトは、広坂光広浪江青年会議所理事長、福

島大学災害復興研究所等が呼びかけ人となり、全国から鯉の

ぼりやメッセージを募り、本県の復興への願いを込めて実施

したものです。

イオン心をつなぐプロジェクトの佐藤
忠美様から、町へ義援金が贈られました。
義援金は、子どもたちのための事業等
に大切に活用させていただきます。

長野県の伊那商工会議所青年部様から、
町へ義援金が贈られました（今回で２回
目）。

ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました

相馬警察署様から、相双魂見守り隊へ
防犯支援物品が贈られました。（相双魂見
守り隊には、相馬市大野台第８仮設住宅の
町民の方も参画しています。）

５月５日５月５日　役場本庁舎役場本庁舎５月５日　役場本庁舎

「鯉のぼりのぼり」に復興の願いをに復興の願いを「鯉のぼり」に復興の願いを

５月５月1414日　浪江小学校浪江小学校５月14日　浪江小学校

����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
変わった話題などの情報を募集しています。

 0243－62－4731

ありがとうございました

５月５日　役場本庁舎

「鯉のぼり」に復興の願いを

５月14日　浪江小学校

������������������
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●故郷に想いを寄せ
る同窓会（10月）

学校だよだより学校だより vol.9

浪江町教育委員会事務局内　津島中学校　　0243－62－0301

津島中学校津島中学校津島中学校

● ●

今年も夏休みの最初の土・日に、津島小・中
ＰＴＡ合同で開催する予定です。生徒の皆さん
も久しぶりの再会を心待ちにしていることでしょ
う。たくさんのご参加をお待ちしています。

昨年10月に津島小・中で、福島大学主催によ
る故郷に想いを寄せる同窓会事業が行われ、津
島中からは３年生を中心に９名が参加しました。

浪江町教育委員会では、浪江町の卒業生の門
出を祝う行事として「卒業の集い」を開催しまし
た。町内３校の卒業生がそれぞれの避難先から
集まり、ともに卒業の喜びを分かち合いました。

今年度は全体の92.6％が県内在住者となっ
ています。生徒たちはそれぞれの避難先の学
校に入学し、現在に至っています。生徒の皆
さんが元気に活躍できるよう、学校関係者全
員で応援していきます。

県内25名（福島市10名、二本松市９名、
本宮市２名、郡山市１名、田村市
１名、須賀川市１名、相馬市１名）

県外２名（東京都１名、山梨県１名）

校章・校舎

校　訓

現在の津島中学校と教室

津島の集い（平成24年７月）

学校紹
介と故郷に想いを寄せる行事あれこ

れ

校章は、大正13年に制定された津島村紋章
「五山ちがい鷹の羽」から五ツ山字形を中心に

配し、さらに五山（白馬石山、
高太石山、葛船山、中ノ森山、
日山）を図案化して制定され
ました。校章には『飛躍・発展』
の願いが込められています。

「拓魂」とは、未来を
切り拓くという意味です。

明るくきれいな校舎が静かに学校再開を待っ
ています。先生方が校舎内の整理整頓を行い
ました。

故郷に想いを寄せる同窓会（平成24年10月）

浪江町中学卒業の集い（平成25年３月）

今年度27名の生徒たちは今!?

生徒の
避難先

������������������

●故郷に想いを寄せ
る同窓会（10月）

学校だより 津島中学校

● ●
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243－24－1431
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浪江のこころ通信

渡部　賢次さん・しげ子さん（立野）
取材者：高崎経済大学櫻井研究室　櫻井
取材日：５月11日

浪江町が３つに区域再編されたことが残念
　―孫たちが帰ることのできる
　　　　　　　実家を早く再建したい―

埼玉県

震
災
直
後
の
３
月
14
日
に
埼
玉
に

暮
ら
す
弟
を
頼
っ
て
、
家
族
８
人
で

避
難
し
て
以
来
、
こ
の
さ
い
た
ま
市

で
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
浪
江

で
は
、
孫
３
人
を
含
む
家
族
８
人
で

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
の
で
す
が
、

今
は
そ
れ
は
か
な
わ
ず
、
バ
ラ
バ
ラ

の
住
ま
い
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
お

ば
あ
さ
ん
は
、
浪
江
で
は
畑
で
野
菜

を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
住
宅
街
の

な
か
で
は
草
取
り
も
で
き
ず
、
家
の

中
に
こ
も
っ
た
ま
ま
で
す
。
妻
は
、

近
隣
の
ス
ー
パ
ー
で
買
う
野
菜
な
ど

の
食
品
の
鮮
度
や
質
が
悪
い
こ
と
を

い
つ
も
気
に
し
て
い
ま
す
。
浪
江
の

暮
ら
し
は
本
当
に
豊
か
な
も
の
だ
っ

た
こ
と
を
町
の
外
に
出
て
み
て
初
め

て
実
感
し
ま
す
。
私
は
、
内
装
工
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。
毎
朝
、

東
京
都
内
の
現
場
に
通
勤
し
て
い
ま

す
が
、
い
つ
も
混
雑
し
た
慣
れ
な
い

道
の
り
で
の
長
時
間
の
通
勤
に
は
本

当
に
苦
労
し
ま
し
た
。
と
に
か
く
生

活
の
す
べ
て
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

わ
け
で
す
。

私
は
今
回
、
避
難
指
示
区
域
再
編

を
浪
江
町
が
受
け
入
れ
た
こ
と
を
本

当
に
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
浪
江

町
の
暮
ら
し
は
、
室
原
川
や
高
瀬
川

な
ど
の
限
ら
れ
た
水
源
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
線
量
の
高
い
方
か
ら
の

川
の
流
れ
は
、
町
全
体
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
も
し
影

響
が
無
い
と
言
わ
れ
て
も
、
町
民
と

し
て
は
や
は
り
不
安
で
す
。
私
が
住

ん
で
い
た
上
立
野
行
政
区
で
は
、
こ

の
問
題
を
何
度
か
話
し
合
い
、
町
へ

の
提
言
も
行
い
ま
し
た
が
受
け
入
れ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
政
府
の
対
応

を
含
め
、
私
た
ち
被
災
者
の
声
は
ど

う
す
れ
ば
届
く
の
か
、
戸
惑
い
だ
け

が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
線
量
の
高
い
、
不
安
な
土

地
に
も
し
も
私
た
ち
が
戻
っ
た
と
し

て
も
、
子
ど
も
た
ち
や
孫
た
ち
は
来

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

孫
た
ち
が
帰
っ
て
こ
な
い
よ
う
な
実

家
な
ん
て
意
味
が
な
い
。
家
族
８
人

で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
た
浪
江
で
の

日
々
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
と
涙
が
出
て
し
ま
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
迷
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
先
の
こ
と
を

決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思

い
ま
す
が
、
踏
み
込
め
な
い
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。

震
災
か
ら
２
年
以
上
が
経
ち
ま
し

た
が
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら
が
私
た
ち

に
と
っ
て
悩
み
の
深
く
な
る
本
当
の

時
間
が
や
っ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
浪
江
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
行
き

ま
す
。

渡部さんご家族は、震災直後、おばあさんやお孫さんたちと８人で親族を頼っ
てさいたま市に避難し、現在まで生活しています。賢次さんは、東京都内を
中心に内装工の仕事をはじめ、もう２年ほどが経とうとしています。お話しは、
賢次さんと妻のしげ子さんからお聞きしました。

▲左から　賢次さん、テウさん、しげ子さん
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第24号」への
感想をお寄せください。

● 第24号 ●

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛

FAX.0243－22－4218

������������������



浪江のこころ通信

吉田　直子さん（苅宿）
取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ　大内・井戸川
取材日：５月８日

前へ進んでいきたい千葉県

豚
舎
の
屋
根
の
上
で
修
理
を
し
て

い
た
時
、
震
災
が
起
き
ま
し
た
。
思

わ
ず
そ
の
ま
ま
屋
根
に
う
つ
ぶ
せ
に

な
り
落
ち
ず
に
す
み
ま
し
た
。
主
人

が
６
年
前
に
亡
く
な
り
そ
の
後
、
長

男
と
１
、
８
０
０
頭
の
豚
を
育
て
て

き
ま
し
た
。
主
人
が
い
な
い
事
も
あ

り
、
日
頃
か
ら
何
か
の
事
故
が
起
き

た
時
に
備
え
、
気
を
つ
け
て
い
ま
し

た
が
、
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
震
災
が

起
こ
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で

し
た
。

避
難
す
る
そ
の
日
、
最
後
の
餌
を

与
え
、
豚
舎
の
扉
を
全
部
閉
め
、
こ

れ
で
育
て
て
き
た
豚
が
す
べ
て
死
ぬ

の
だ
と
覚
悟
し
、
長
男
と
家
を
後
に

し
ま
し
た
。
14
日
朝
、
双
葉
厚
生
病

院
で
働
い
て
い
て
二
本
松
の
男
女
共

生
セ
ン
タ
ー
に
患
者
と
一
緒
に
避
難

さ
せ
ら
れ
て
い
た
三
女
の
顔
を
見
た

後
、
伊
達
市
の
従
兄
夫
婦
の
家
に
向

か
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
１
ヶ
月
ほ
ど

お
世
話
に
な
り
そ
の
後
、
私
は
次
女

の
い
る
松
戸
に
落
ち
着
き
、
現
在
は

三
女
と
２
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

長
女
は
流
山
で
看
護
学
校
に
通
い
、

次
男
は
郡
山
で
働
き
始
め
、
長
男
は

香
取
郡
多
古
町
の
農
業
セ
ン
タ
ー
で

働
い
て
い
ま
す
。

松
戸
に
来
て
か
ら
パ
ン
屋
に
勤
め

て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
か
ら
「
十

分
働
い
た
の
だ
か
ら
好
き
な
こ
と
を

や
れ
」
と
言
わ
れ
た
の
を
き
っ
か
け

に
パ
ン
屋
を
辞
め
、
震
災
前
か
ら
や

り
た
か
っ
た
畑
を
や
ろ
う
と
思
い
立

ち
ま
し
た
。『
田
舎
で
暮
ら
し
た
い
』

と
小
さ
い
頃
か
ら
言
っ
て
い
た
私
に

と
っ
て
、
風
が
抜
け
な
い
都
会
の
生

活
は
辛
い
も
の
で
す
。
し
か
し
こ
ち

ら
に
来
て
知
り
合
っ
た
人
は
皆
さ
ん

と
て
も
親
切
で
、
私
が
い
つ
か
、
畑

を
や
り
た
い
と
話
す
と
、
早
速
あ
ち

こ
ち
の
農
家
に
聞
い
て
下
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
お
陰
で
今
は
週
に
三
日
程

で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
家
の
お
手
伝

い
を
し
な
が
ら
野
菜
づ
く
り
を
勉
強

中
で
す
。
畑
ま
で
自
転
車
で
40
分
か

け
て
通
っ
て
い
ま
す
が
、
畑
の
作
業

が
楽
し
み
で
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。
い

つ
か
畑
の
一
角
に
家
を
建
て
、
毎
日

畑
仕
事
を
楽
し
め
た
ら
と
思
い
ま
す
。

震
災
後
し
ば
ら
く
し
て
、
逃
げ
出

し
た
豚
に
家
を
荒
ら
さ
れ
た
と
聞
く

た
び
に
迷
惑
を
か
け
て
申
し
訳
な
い

と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
す
。
一
時
帰
宅
し
た
際
、
豚
舎
が

綺
麗
に
片
づ
け
ら
れ
た
の
を
見
た
時

に
も
、
放
射
線
量
の
高
い
場
所
で
作

業
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
こ
と
を
思

い
辛
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
ま
さ
か
浪
江
を
出
る
こ
と

に
な
る
と
は
考
え
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
す
ぐ
に
戻
る
の
は
無
理
の
こ

と
、
し
か
し
将
来
戻
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
あ
れ
ば
も
ち
ろ
ん
戻
り
た
い

で
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
自
分
の
居

心
地
の
い
い
場
所
を
見
つ
け
て
、
浪

江
へ
戻
る
日
の
こ
と
を
思
っ
て
、
前

へ
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
浪
江
町

民
そ
れ
ぞ
れ
が
、
避
難
者
と
し
て
暮

ら
す
の
で
は
な
く
、
一
歩
進
ん
で
自

分
の
足
場
を
築
い
て
い
け
た
ら
と
願

い
ま
す
。

息子さんと養豚業を営んでいた吉田さん。現
在は千葉県松戸市で娘さんとの二人暮らし、前
へ進んでいきたいと、野菜づくりを始められま
した。
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中村　秀之さん（川添）
取材者：ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会・アミル　柴田
取材日：４月28日

子どもたちの成長していく姿が楽しみです
山形県

震
災
当
日
、
私
は
青
森
に
出
張
し

て
お
り
、
次
の
日
の
夜
や
っ
と
浪
江

町
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

も
う
町
に
は
誰
も
い
な
い
状
態
で
、

家
族
と
は
津
島
の
避
難
所
で
合
流
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
妻
・
明
日

美
の
兄
を
頼
り
矢
吹
町
に
避
難
し
、

義
理
の
姉
が
山
形
県
出
身
だ
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
ま
ず
山
形
県
高

畠
町
へ
避
難
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
子
ど
も
さ
ん
が
い
る

浪
江
町
の
ご
家
族
と
も
会
え
、
今
も

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
仕
事
や
利
便
性
も
考
え
て
２
年

前
の
６
月
、
山
形
市
に
暮
ら
す
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
避
難
当
初
の
荷
物

は
毛
布
５
枚
だ
け
。
部
屋
の
中
は
す

ご
く
ガ
ラ
ン
と
し
て
い
て
、
広
い
ね

と
話
し
た
こ
と
覚
え
て
い
ま
す
。
今

は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
机
や
家
具

も
揃
い
、
狭
い
く
ら
い
で
賑
や
か
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。

４
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ

れ
高
校
・
中
学
校
・
小
学
校
・
幼
稚

園
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
避
難
生
活

が
こ
ん
な
に
長
く
な
る
と
は
思
わ
ず
、

学
校
の
こ
と
が
一
番
不
安
で
し
た
。

町
の
友
達
と
離
れ
て
さ
び
し
い
気
持

ち
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、

学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
口
に
す
る

こ
と
も
な
く
元
気
に
通
っ
て
く
れ
、

本
当
に
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

避
難
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は

関
係
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の

び
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
私
た
ち
の

願
い
で
す
。
冬
に
は
学
校
の
ス
キ
ー

教
室
も
あ
り
、
色
々
な
経
験
を
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
私
た
ち
も
、
今
年

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
に
な
り
父
母
の
皆

さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
も
多
く
、
地

域
の
子
ど
も
会
の
流
れ
も
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
地
域
の

お
祭
り
や
学
校
行
事
に
参
加
し
、
土

日
は
大
忙
し
で
す
。
私
た
ち
の
心
配

を
よ
そ
に
、
「
山
形
の
地
元
の
子
だ

と
思
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、

い
き
い
き
過
ご
し
て
い
る
の
で
な
に

よ
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
浪
江
町
で
生
活

が
で
き
る
こ
と
を
一
番
に
望
ん
で
い

ま
す
。
ま
だ
先
の
こ
と
ま
で
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
と
っ
て
、
避
難
後
で
は
今
が
一

番
良
い
環
境
で
す
。
町
に
戻
る
と
し

た
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
自
立
し
た
頃

に
考
え
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
形
県
で
は
、
認
め
ら
れ
た
理
由
が

な
い
限
り
、
借
り
上
げ
住
宅
の
住
み

替
え
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

受
験
す
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
家

の
中
が
騒
々
し
い
の
が
心
配
な
と
こ

ろ
で
す
ね
。

浪
江
町
復
興
支
援
員
の
方
に
、
い

つ
も
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
誘
っ
て
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
浪
江
町
の
お
友
達
は
県
外
に
避

難
し
て
い
る
子
も
多
く
、
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
の
時
に
し
か
会
え
な
い
の
が

残
念
で
す
が
、
こ
ち
ら
で
開
催
さ
れ

る
町
の
交
流
会
に
参
加
し
て
町
の
皆

さ
ん
と
も
い
ろ
い
ろ
お
話
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
む
と
い
う
言

葉
が
ふ
さ
わ
し
い
か
わ
か
ら
な
い
の

で
す
が
、
今
山
形
で
私
た
ち
家
族
ら

し
く
毎
日
楽
し
く
賑
や
か
に
暮
ら
す

こ
と
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

中村さんご家族は、山形市のアパートで皆さ
ん一緒に暮らしています。孫の心優ちゃんも生
まれ、にぎやかに過ごしています。

▲左から　暁咲さん、文音ちゃん、安李ちゃん、天音ちゃん

ここ　あ

あつき あのん あまねあんり
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浪江のこころ通信

鈴木　竹子さん（棚塩）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：５月10日

なんでこんな目に遭うのかと、
何度も何度も思いましたよ

福島県

■
息
子
を
ち
ゃ
ん
と
褒
め
て
や
り
た

か
っ
た
と
、
今
更
の
よ
う
に
思
い

ま
す

大
地
震
が
起
き
た
時
、
息
子
は
役

場
で
の
用
を
済
ま
せ
て
帰
宅
し
、
孫

を
幼
稚
園
に
迎
え
に
行
っ
た
嫁
は
あ

ま
り
の
揺
れ
に
途
中
か
ら
や
っ
と
の

思
い
で
引
き
返
し
て
帰
っ
て
お
り
、
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
に
出
か
け
た
義
母
以
外
は
、

み
な
一
緒
で
し
た
。
な
ん
だ
も
か
ん

だ
も
な
く
、
あ
の
地
震
の
揺
れ
と
津

波
は
想
像
以
上
に
も
の
凄
か
っ
た
で
す
。

家
族
で
高
台
に
あ
る
棚
塩
霊
園
に

避
難
し
ま
し
た
が
、
地
区
の
水
門
の

係
を
し
て
い
た
息
子
は
、
家
族
が
引

き
留
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
責
任
を

感
じ
て
海
の
水
門
を
見
に
引
き
返
し
、

そ
の
ま
ま
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
最
中
に
原
発
事
故
が
起
き
て

避
難
す
る
こ
と
に
な
り
、
捜
索
も
満

足
に
出
来
ぬ
ま
ま
、
生
き
地
獄
の
よ

う
な
思
い
で
消
息
を
待
ち
ま
し
た
。

息
子
は
40
日
後
に
よ
う
や
く
発
見
さ

れ
、
５
月
初
め
に
二
本
松
で
葬
儀
を

行
っ
た
際
に
は
、
親
の
私
が
び
っ
く

り
す
る
ほ
ど
多
く
の
方
々
が
避
難
さ

れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
遠
方
か
ら

も
弔
問
に
駆
け
つ
け
て
戴
き
、
心
か

ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

津
島
の
高
校
、
中
学
校
か
ら
福
島

市
北
高
校
、
嫁
の
実
家
の
あ
る
茨
城

県
日
立
市
、
福
島
の
友
人
宅
と
転
々

と
避
難
し
、
よ
う
や
く
ヴ
ィ
ラ
イ
ナ

ワ
シ
ロ
（
耶
麻
郡
猪
苗
代
町
）
で
群

馬
に
避
難
し
て
い
た
娘
と
合
流

し
て
約
２
カ
月
を
過
ご
し
た
後
、

今
の
住
ま
い
に
移
り
ま
し
た
。

そ
の
間
に
別
々
に
避
難
し
て
い

た
義
母
は
小
田
原
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
家
族
が
傍
に
い
な
い

心
細
さ
や
悲
惨
さ
は
言
葉
に
尽

く
せ
ま
せ
ん
。

■
こ
こ
は
や
は
り
、
仮
の
住
ま

い
。
棚
塩
の
皆
さ
ん
と
穏
や

か
に
暮
ら
し
た
い

２
０
１
１
年
７
月
初
め
に
入

居
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
ど

こ
の
地
区
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る
の

か
も
わ
か
ら
ず
、
朝
晩
の
ご
挨
拶
ば

か
り
で
し
た
が
、
最
近
は
冗
談
を
言

い
合
っ
た
り
、
お
か
ず
を
交
換
し
た

り
し
な
が
ら
打
ち
解
け
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
６
、

７
軒
は
同
じ
地
区
の
方
が
い
ま
す
し
、

自
宅
で
皆
さ
ん
と
お
茶
飲
み
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
仮
設
住
宅
住
民
で
つ
く
る

寿
会
や
習
字
教
室
に
は
よ
く
参
加
し

た
り
、
桑
折
町
に
あ
る
浪
江
町
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
愛
犬
を
預
か
っ

て
く
れ
て
い
る
友
人
を
訪
れ
た
り
し

な
が
ら
、
忙
し
く
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
隣
り
に
は
娘
が
い
ま
す
し
、

日
立
に
い
る
孫
た
ち
も
時
折
訪
ね
て

く
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
福
島
市
は

第
２
の
故
郷
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
で
も
、
た
と
え
浪
江
に
戻

れ
な
く
と
も
、
小
さ
な
家
で
も
い
い

か
ら
、
同
じ
地
区
の
人
た
ち
と
安
定

し
た
土
地
で
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
こ
の
機
会
に
、
衣
食
住
に
全

て
事
欠
い
て
い
た
あ
の
２
年
前
、
地

元
や
全
国
の
皆
さ
ま
に
何
度
も
助
け

て
戴
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
改
め
て

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

津波で地区が流され、さらに原発事故からの緊急避難を強いられ、ようや
く６カ所目でこの北幹線応急仮設住宅に落ち着かれたそうです。
あの大震災から３年目となり、隣近所の方々とも親しくお付き合いが出来
るようになり、やっと心穏やかな日々を過ごせるようになったとおっしゃい
ます。その一方で、18歳で室原から嫁入りしてまもなく太平洋戦争を体験し、
そして今、東日本大震災と試練続きの来し方を振り返ることもあるそうです。
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水野　亮汰さん（権現堂）
取材者：茨城ＮＰＯセンター・コモンズ　天井
取材日：５月10日

今の自分を育ててくれた周りのみんなに感謝し、
自分も伝える側として成長していきたい

茨城県

震
災
当
日
は
、
中
学
校
の
卒
業
式

の
後
に
友
人
と
外
に
出
か
け
て
い
る

最
中
で
し
た
。
夕
方
、
家
族
と
合
流

し
、
そ
の
後
避
難
し
ま
し
た
。
避
難

先
で
今
後
の
進
学
の
こ
と
を
家
族
と

考
え
て
、
親
戚
の
い
る
茨
城
県
ひ
た

ち
な
か
市
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
両
親
が
教
育
委
員
会
や
高
校
に

聞
い
て
ま
わ
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
市
内
の
高
校
に
編
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
、
通
っ
て
い
る
の
は
１
学
年
６

ク
ラ
ス
の
普
通
科
の
高
校
で
す
。
元
々

進
学
を
予
定
し
て
い
た
工
業
高
校
で

は
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
続
け

ず
に
、
勉
強
や
他
の
活

動
に
力
を
注
ご
う
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
の
高
校
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
は
楽
し
く

活
動
で
き
る
雰
囲
気
だ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

続
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
部
活
で
は
副
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
、
新
人

戦
で
は
県
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
先
生
や
友

人
に
恵
ま
れ
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。

「
良
い
体
験
を
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
顧
問
の
先
生
の
強

い
勧
め
も
あ
り
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

試
合
で
は
、
プ
ロ
選
手
と
積
極
的
に

話
が
で
き
、
プ
ロ
選
手
の
中
で
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
楽
し
く
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
の
自
分
が
い
る
の
は
浪
江
や
今

の
学
校
の
先
生
や
友
達
や
い
ろ
ん
な

方
の
お
か
げ
で
す
。
た
ま
に
寂
し
く

な
っ
た
り
、
考
え
た
り
、
後
ろ
を
見

る
時
も
あ
る
け
ど
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
頑
張
っ
て
い
る
と
思
う

と
立
ち
止
ま
れ
な
い
し
、
自
分
が
立

ち
止
ま
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
ろ
っ
て
い
う

か
、
自
分
が
前
を
向
い
て
い
る
姿
で
、

他
の
友
達
も
「
水
野
も
頑
張
っ
て
い

る
か
ら
頑
張
る
か
」
と
思
っ
て
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

今
、
一
番
伝
え
た
い
こ
と
は
「
感

謝
」
で
す
。
そ
れ
は
い
つ
で
も
伝
え

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
何
か
の

拍
子
に
伝
え
ら
れ
な
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
、
今
、
ど
こ
に
い
る
か
分
か

ら
な
い
人
も
い
る
か
ら
、
こ
の
紙
面

を
通
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方

に
「
あ
り
が
と
う
」
を
伝
え
た
い
で

す
。今

後
は
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
た
ち
が
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
よ

う
に
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
年
下
の
子
た
ち
に
教
え
ら

れ
る
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
戻
れ
る
時
が
来
た

ら
、
中
学
３
年
の
学
園
祭
の
出
し
物

だ
っ
た
映
画
の
ロ
ケ
地
で
、
遊
ん
だ

思
い
出
の
詰
ま
っ
た
泉
田
川
の
土
手

や
浪
江
町
に
友
人
た
ち
と
行
っ
て
み

た
い
で
す
。

震災後、南相馬市や棚倉町に避難後、親戚のいる茨城県のひたちなか市に住むことにな
りました。現在、亮汰さんとお母さん、お兄さん、妹さんと暮らし、お父さんは茨城県内
の少し距離のある場所にお勤めされ、お住まいと職場を行き来しながら過ごしています。
今年、３月にひたちなか市で行われたプロバスケットボールチームリーグＪＢＬ２のオー
ルスター戦に被災地の高校生代表として出場を果たし、４点を獲得しました。

▲オールスター戦に出場した際のユニフォーム
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http://www.town.namie.fukushima.jp

〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573番地
TEL 0243－62－4731　 FAX 0243－22－4218発行・編集　福島県浪江町役場復興推進課

資源保護のため広報なみえは再生紙を使用しております
������������������

��������	
��
���������
�������	
�������
���������������������������

��������
���������
�������	
�������
�������	

���������������������������

������
���������
���������	����
�������	
��
���������������������������

������
���������
�������	
���������
�������	
���
��
������������������
�������������

������
���������
�������	
��
�����
�������	

���������������������������

�������
���������
�������	
�����
��������	
��
������
���������������������������

��������	
���������
�������	
�������
���������������������������

��������	
���������
�������	
�������
���������������������������

��������	
�
���������
�������	
��
��
�������	
���
���
���������������������������

��������
���������
�������	
������
�������������

� � � � �

��������	
�


	01
	見開02
	見開03
	見開04
	見開05
	見開06
	見開07
	見開08
	見開09
	見開10
	見開11
	見開12
	24

